
別添１ 

 

平成 30 年度 栄養教諭 5 年経験者研修（校外研修） 

「HACCP の考え方に基づいた衛生管理の実践」：8 月 2 日（木）13：10～16：10 

会 場：名古屋学芸大学 研修講師：岸 本  満 

研修参加の先生へ 

事前のご連絡と課題のお願い 

1. （連絡）本研修の進め方と内容 

13：10～ 14：00 講義「HACCP の考え方に基づいた衛生管理の実践」 

14：00～ 14：30 給食経営管理実習室 見学 

14：30～ 14：40 小休憩・移動 

14：40～ 15：30 演習「給食における HACCP/PRPｓの検証と改善」 

15：30～ 16：10 演習成果の発表・討議 

 

2. （連絡）持参していただきたいもの 

白衣・帽子・・・実習室に入室する際に必要です。 

*白衣ははおるタイプのもので結構です。上下タイプの方は更衣室で着替えられます。 

＊帽子をお持ちでない方は当日へアネットをご用意します。 

＊実習室内の履物はスリッパを用意しますので持参いただかなくて結構です。 

＊細菌検査（陰性）の成績書提出の必要はありません。 

＊実習室内の写真撮影は可能です。 

 

3. （課題１：任意）見学にあたり 

・見学時間が短いため事前にバーチャル見学してください。 

・PC等のインターネットブラウザに https://smapano.com/web/nuas/education/sub.html 
 を入力。（または https://smapano.com/web/nuas/media/sub.html） 

・「インドアビュー」というシステムで実習室をバーチャルに見学できます。 

・360°カメラで撮影していますので好きな方向を操作して見ることができます。 

・8/2 に提出していただきたい課題の作成要領（この課題は任意です） 

バーチャル見学時の感想、質問、疑問、ご意見等コメントを書いてきてください。  

A4 用紙に、以下の内容を記載します。（Word でも手書きでも可） 

タイトル：給食経営管理実習室見学報告書、   所属：○○、 氏名：○○ 

バーチャル見学時のコメント（感想・質問・疑問・意見等） 

・8/2 見学後にも感想、ご意見等コメントを提出していただきたいです（任意）。 

4. （課題２：必須）演習「給食における HACCP/PRPｓの検証と改善」について 

・演習は 4～5 名の 4グループに分かれてグループワークを行います 

https://smapano.com/web/nuas/education/sub.html
https://smapano.com/web/nuas/media/sub.html


・演習は問題解決型のグループワーク形式です。 

・そこで、事前に先生方からこの演習のテーマを収集します。 

・別紙にご記入いただき、提出ください。あるいは 7/30 までにメールで提出ください。 

メールアドレス  mkishi@nuas.ac.jp (岸本満) 

    ・集まったテーマから 3 つのテーマを選び各グループに 1 テーマを与えます。 

・グループワークの成果を発表し全員で討議、共有します。 

 

5. 演習「給食における HACCP/PRPｓの検証と改善」テーマについて（別紙作成時に参考） 

 

あなたの所属する給食施設で実践している衛生管理のしくみ（HACCP や PRPｓなど）に

ついて、不安、心配、疑問はありませんか？また、日々実践している衛生慣行やマニュア

ル、決まり事のなかで腑に落ちないことや、改善したいのになかなかできないことはあ

りませんか？ また、ヒヤリハット報告にときどき上がってくる事案はありませんか？

そのような、不安、心配、疑問、改善個所などには事故や事件につながる問題が潜んでい

ると考えられます。そこで、そのような問題をテーマに掲げグループワークで解決した

いと思います。以下を参考に別紙にコメントを書いてください。 

 

１）HACCP システムに関すること 

  例：HACCPに基づく衛生管理といわれてもどこが HACCPに基づく管理かわからない 

    危害要因（ハザード）分析の意味が分からない。できない。 

危害要因（ハザード）分析したけどそれが正しいか自信がない。 

危害要因（ハザード）を排除または減少させる方法がわからない。 

洗浄方法、殺菌手段、加熱温度・時間などの設定がこれでいいのか自信がない。 

CCPの管理（監視）、記録の方法がよくわからない。うまく監視、記録できない。 

管理基準をはずれ（逸脱）したときの（是正）手段が決められていない。 

HACCPを実践しているとはいえ給食の安全性が今一度自信がない。 など 

 

２）PRPｓに関すること 

例：施設設備、機械器具の衛生点検、保守点検ができてないのでは。 

鼠族、昆虫等の防除が業者任せだがほんとにそれで大丈夫なのか。 

電解水を使っているけど本当に殺菌で来ているのだろうか。 

機械器具の保守点検 PRP と CCP を意識(区別)しない。 

洗剤、殺菌剤の調製方法、使い方を検証するにはどうしたらいいのか。 

現場の問題点のリストを作成するがそれだけで終わってしまい続かない。 

HACCP で管理するのか CCP で管理するのかを考えるとわけが分からなくなる。 

問題が複数あるので優先順位をつけて改善したいが優先事項がわからない。 

PDCAがうまく回らない。 

コミュニケーションに問題がある。ヒヤリハット報告が上がってこない など 

mailto:mkishi@nuas.ac.jp


 

３）教育訓練、その他 

例：従事者の衛生教育がうまくいかない。 

  教育訓練の効果の測定方法がわからない。 

  手洗い教育のキャンペーンを毎年行うがその効果が上がったか不安。 

衛生検査をしたいが予算の関係で十分データが得られない。 

児童生徒や保護者への情報提供が不十分なのではないか心配。 

ノロウイルス対策の手段・方法をもっと手厚く、レベルを上げたいが。 

アレルギー対策・対応をもっと万全にするにはどうしたらいいのか。 

HACCP 認証を取ることを目標に現場のスタッフの士気を高めたいけど・・ 

事件、事故、災害発生時の危機管理体制が整っていない。不足だと思う。 

保健所・食品衛生監視員に相談しにくい。また相談できる人がいない・・・ 

学校内に衛生管理の重要性を理解してくれる管理職が少なくていやだ。 など 

 

6. 当日（8／2）の集合場所と大学専用バス 

当日は 9 時～受付、9 時半より研修が開始されます。 

受付（集合）場所は別紙をご覧ください。 

大学専用バスの時刻表は別紙をご覧ください。夏休み期間の特別ダイヤになります 

 

7. その他 

「HACCP の考え方に基づいた衛生管理の実践」（岸本）の研修に関して 

質問等がありましたらメール（mkishi@nuas.ac.jp ）でご連絡ください。 

以上 

  



 
 
 
 
（別紙）（提出用） 7／26 提出。 あるいは 7/30 までにメールで提出。 

メールアドレス  mkishi@nuas.ac.jp (岸本満) 

演習「給食における HACCP/PRPｓの検証と改善」について 

所属                          

氏名                         

ｐ.2～3 の例を参考に 
＊現在、実践されている衛生管理のしくみ（HACCPや PRPｓなど）に関する不安、心配、疑問。 

＊日々実践している衛生慣行やマニュアル、決まり事のなかで腑に落ちないことや、改善したいのに

なかなかできないこと。 

＊ヒヤリハット報告にときどき上がってくる事案 

などを書いてください。（3項目以上）       紙面が不足したときは裏面に記入ください。 

 

HACCP や PRPｓに関する不安、心配、疑問や、腑に落ちないことや、改
善きないこと、ヒヤリハット報告にときどき上がってくる事案など 

備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


